
2023年 3月 4日 Sat. → 5月 7日 Sun.
会期中無休

漆芸作家たち
オンライン配信

レジェンド・フ
ァイルー匠は語

る

「03 市中佑佳
」（漆芸家・輪

島市在住）

作家に取材し
た特別映像を

展覧会会期中
ウェブ上で限

定配信します

市中佑佳氏の作
品を同時公開！

〒928－0063 石川県輪島市水守町四十苅11番地
TEL 0768－22－9788    FAX 0768－22－9789
https://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/

〒928－0063 石川県輪島市水守町四十苅11番地
TEL 0768－22－9788    FAX 0768－22－9789
https://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/

開館時間　9：00～17：00（入館は閉館の30分前まで）
入館料　一般 630（520）円　高大学生 320（210）円

小中学生 150（100）円＊（　）内は20名以上の団体料金

主催・会場　石川県輪島漆芸美術館
共催　日展輪島会・輪島工芸会

後援　石川県・輪島市・輪島漆器商工業協同組合

（写真上から）鬼平 慶司《高蒔絵箱「月影冴ゆる」》第68回日本伝統工芸展
内野 都《乾漆盤「桜満開」》第39回日本伝統漆芸展（以上部分）／山元 健司《儚炎》第8回日展



〒928－0063  石川県輪島市水守町四十苅11番地
TEL 0768－22－9788  FAX 0768－22－9789
URL https://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/
■交通案内 飛行機 ： 羽田空港　約60分　のと里山空港　車＝約20分　漆芸美術館

　車　 ： 金沢市内　のと里山海道利用＝約100分　 漆芸美術館
　　　   〈自家用車・大型バス駐車場有（無料）〉
バ　ス： 金沢駅　北鉄バス輪島特急線＝約120分
　　　   乗換え　のらんけバス 海コース＝約10分　 「漆芸美術館」下車
徒　歩 ： 道の駅・輪島ふらっと訪夢「輪島駅前」　約15分　漆芸美術館

道の駅・輪島ふらっと訪夢
「輪島駅前」下車
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次回展覧会
「生新の時2023 －漆芸の未来を拓く－」
2023年5月13日（土）～7月9日（日）
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ご来館の皆様へ
●入館の際は、マスクの着用、検温、手指の消毒をお願いします。　●体調不良や風邪症状のある方は入館をご遠慮ください。
●新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、急遽内容変更や中止となる可能性もありますのでご了承ください。
※最新情報は当館ホームページなどでご案内します。　

　漆の里・輪島では、漆芸美術の一大拠点として伝統と技術が脈々と受け継がれています。
全国公募の展覧会における、先人たちの功績の数々はその基盤を築き上げました。日展や日本
伝統工芸展をはじめとする公募展にはなおも多くの作家が挑み、自らの創造の理念を世に
問い続けています。重鎮から新進まで、真剣勝負が繰り広げられる大舞台で、輪島の作家た
ちはひときわ強い存在感を放っています。
　本展覧会では、輪島在住作家による令和3年度の全国公募展への入選作品を一堂に展示
します。会派を越えて多様に展開する美と卓越した技をご覧ください。
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内島 一郎
内野 　薫
内野 　都
浦出 勝彦
江端 俊雄
江端 博行
大角 裕二

大角 佳美
鬼平 慶司
金森 希美
狩野窪 千江
木谷 陽子
國田 一春
小森 邦衞

坂本 康則
塩多 淳次
清水 康志
スザーン ロス
鈴谷 昇洋志
角 　康二
高名 秀人光

田中 貴司
田中 義光
塚田 美里
寺西 松太
西 　勝廣
前 　史雄
前田 安孝

松田 真希
水尻 幸太
水尻 清甫
山岸 一男
山元 健司
米本 有希

レジェンド・ファイルー匠は語る
「03 市中佑佳」（漆芸家・輪島市在住）
作家に取材した特別映像を展覧会会期中ウェブ上
で限定配信します。また、氏の作品を同時公開い
たします。

出品作家の作品販売
会期中、出品作家の作品をミュージ

アムショップで特別販売いたします。

お気軽にお立ち寄りください。

出品作家 （五十音順）

関連事業

（写真左上から）前田 安孝《至福のとき》第59回日本現代工芸美術展／大角 佳美《沈金忍冬唐草文盤》第39回日本伝統漆芸展／米本 有希《蒔絵箱「遊彩」》第39回日本伝統漆芸展朝日新聞
社賞／角 康二《蝶・水・幻想》第8回日展／清水 康志《乾漆合子「生々流転」》第39回日本伝統漆芸展


